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「翻訳を通して中国理解を広げよう」プロジェクト







Broadening the understanding of China through  






 2016 年 3 月 12 日付で発表された内閣府の「外交に関する世論調査」の結果に





いる。（20 代では 82%が重要だと回答。） 





















 「中国語翻訳法Ⅱ」2015 年度後期全 15 回授業の後半（11 月～1 月）8 回を使
い、履修者 22 人（聴講を含む）を 5 つのグループに分けておこなった。ただし、












 鈴木 2012（35-36 頁）では、プロジェクト学習は自分が何とかしたいと「願っ
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２．３ プロジェクトの進行表（授業計画） 






























・グループで選んだ文章や記事を、次回の授業 11 月 25 日までに分担して各自翻訳。 
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動し、最終的なグループを決定。結果的に、レッド 3 人、イエロー4 人、ブ
ルー5 人、ピンク 6 人、グリーン 3 人となった。（以下、R グループ、Y グ
ループ、B グループ、P グループ、G グループと呼ぶ）1 
                                                                 





















ア」（RecordChina 2014 年 10 月 20 日配信）→新華社（電子版）2014 年 10 月 17
日の記事をもとに書かれたもの。（http://www.recordchina.co.jp/a96008.html） 
・NHK 時論公論「日中の国民感情は？〜調査から見えてきた課題」（2015 年 10
月 23 日加藤青延解説委員）（http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/100/230093.html） 
→言論NPO・中国国際出版集団「第11回日中共同世論調査」（2015年10月22日発表）
の調査結果をふまえた解説（http://www.genron-npo.net/world/archives/6011.html） 
                                                                 
2 織田揮準先生(三重大学名誉教授)が 1988 年頃に考案・作成した授業用カード。名称を変えて他大学で
も使われており、早稲田大学人間科学学術院教授・向後千春研究室の公式サイトからテンプレートを
ダウンロードできる。筆者は 2015 年 4 月から使用し始め、2016 年後期以降は、これをアレンジした
“Reflection&Communication card”を独自に作成し使用している。 
神田外語大学紀要第29号 
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 この共同世論調査によると、日本人の中国に対する印象は「良くない」「どちら
かといえば良くない」あわせて 88.8％だが、最も悪かった 2014 年の 93.0%よりは
やや改善している。一方、中国人の日本に対する印象は、「良くない印象」が前
年の 86.8%から 78.3%に減少、最も悪かった 2013 年(92.8%)から見ると 14 ポイント
も改善している。さらに、「良い印象」(「どちらかといえば良い印象」を含む)
を持っている中国人は、前年の 11.3%から 21.4%と約 10 ポイント増加している。 




 これによると、イメージや情報の取得源は 9 割以上がマスコミによるもので
ある一方、「自分の周囲の中国人を通じて」「中国を実際に訪れた経験を通じて」






















































B グループ：中国人の日本旅行記・〈日本游记〉（董媛著。2008 年 2 月 17 日） 
（大阪—岐阜—富士山—横浜—東京—北海道・洞爺湖） 
http://www.cqiits.com/contents/16/532.html 




（5 冊すべて熊亮著。2015 年。济南:明天出版社） 
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３．４ 学習者の翻訳作品とポスター発表の様子 









ントを選ぶなど、読者への配慮が見て取れた。以下の写真は P グループ、G グル
ープの翻訳作品と、R グループ、B グループのポスター発表の様子の一部である。 
  























3 点満点 3 点満点 3 点満点 9 点満点 
B 2.4 2.3 2.6 7.3 
Y 2.5 2.6 1.7 6.8 
R 2.0 2.1 1.9 6.0 
G 2.8 2.6 2.9 8.3 
P 2.6 2.3 2.5 7.4 
 
３．６ 学習者の自己評価の結果とふりかえりコメント 
 プロジェクト終了時に、以下の 6 項目について 5 段階（5 が最高得点）で自己

















    評価点
評価項目 
１ ２ ３ ４ ５ 平均値 
❶ 0 2 1 13 4 3.45 
❷ 0 1 3 7 9 4.20 
❸ 0 0 2 12 6 4.20 
❹ 0 0 7 8 5 3.90 
❺ 0 2 4 6 8 4.00 
❻ 1 2 6 6 5 3.60 
 






















































かなり変わった 3 2 2 2 0 9 18.8
少し変わった 4 3 8 9 3 27 56.2
あまり変わらない 2 1 4 3 1 11 22.9
全然変わらない 0 0 1 0 0 1 2.1










「あり」（48 名中 6 名）は期間を記した。 
 
中国の印象が「かなり変わった」にチェックされた方のコメント 
Ｂ：日本をよく思ってくれたことが嬉しい。 (20 代女性・小中高の友人) 
Ｂ：逆に自分も中国へ行ってみたいと思った。 (30 代男性・アルバイトの先輩) 
Ｐ：中国について少し悪い印象を持っていたけど、それはニュースとかの情報で




















Ｂ：民間の人はあまり反日精神が根強くないのだと思いました。 (20 代女性) 
Ｒ：もともと中国に対して嫌いという感情はなかったが、中国人がこんなに日本
文化を知ってくれている事を知って、良いイメージに変わった。 (20 代男性) 
Ｒ：第一印象や一般的な概念に流されるのではなく、もっと細部まで相手のこと
を知った方がお互いに得をすると感じた。(20 代男性・kuis 他学科) 
Ｒ：アニメ文化をこれだけ調べてる人が中国にもいるんだなあって思いました。





The Journal of Kanda University of International Studies Vol. 29 (2017) 
338 
















を持ちました。(20 代女性・kuis 中国語専攻 1 年) 
Ｇ：中国人の神のとらえ方が面白く感じる。色々な中国の風習に少し興味があ 
る。(50 代女性・母) 




















 前掲の表 5 にまとめたアンケート結果と以上のコメントから、「翻訳を通して
中国理解を広げる」というプロジェクト目標はおおむね達成されたといってよ
いだろう。 






以下の 4 点に留意して指導していきたい。 















































内閣府・政府広報オンライン「外交に関する世論調査」（平成 28 年 1 月調査） 
概要 http://survey.gov-online.go.jp/h27/h27-gaiko/gairyaku.pdf（2016 年 3 月 12 日発表） 
